
26 Proc　Jpn　Pig　Vet　Soc　No.67　2016

キーワード：哺乳類オルソレオウイルス、急性下痢症、
豚

豚に感染する哺乳類オルソレオウイルス（Mammal-
ian orthoreovirus, MRV）は、以前はレオウイルスと
称されていたウイルスであり、１９５１年に発見された。
国内外の豚においてMRV抗体が高い割合で検出され
る一方、MRV感染症としての実際の被害や病態の詳
細は不明であった 1)。しかし、２０１３年から米国で豚流
行性下痢が流行する中で、急性の下痢症を呈した新生
子豚よりMRVが分離され、その感染実験により下痢
症が再現されたことから 7)、MRV感染症は豚流行性下
痢及び伝染性胃腸炎との鑑別が必要な疾病として注目
されるようになった。そこで、本稿では、これまでの
豚のMRV感染に関する知見をまとめるとともに、近
年米国で発生している豚のMRV感染症の概要を併せ
て紹介する。
MRVは、レオウイルス科オルソレオウイルス属に

分類され、豚、人、牛、猫、犬、マウス、コウモリな
ど哺乳類の幅広い種から分離されている 1,9,10)。MRV
のゲノムは１０本の分節状二本鎖RNAであることから、
複数株が同じ個体に同時期に感染すると、遺伝子分節
の交換である遺伝子再集合が容易に発生する。近年の
MRV全ゲノム解析により、MRVは異種動物間でも感
染を繰り返して、遺伝子再集合を起こしていることが
明らかとなっている 5,8,9)。
MRVは血清学的にMRV１～MRV３に分類され、全
ての血清型のMRVが豚より分離されている 3,4,6,10,11)。
日本では１９８４年に呼吸器症状を呈する豚の気道から
MRV１が初めて分離されている 3)。また、１９７６年から
１９８７年の１２年間に国内で採取された４か月齢以上の豚
血清約１，３００例を用いた中和試験によるサーベイラン

スが行われている 4)。この調査結果を年度別に見ると
抗体陽性率は MRV１で６４．３～９８．９％（平均８９．３％）、
MRV２では１５．０～７２．７％（平均４４％）、MRV３では２０．０
～７０．６％（平均５０．３％）で、年度によりやや開きが見
られているが、１９７０年代後半以降日本の豚群にMRV
の感染が広がっており、３つの血清型の中ではMRV１
に感染する率が高いことが判る。近年の日本の豚にお
けるMRVの感染状況は調査されていないが、韓国で
は２００４年から２００５年にかけて、豚の下痢便の約１９％
（４５/２３７）よりMRVが検出されており 6)、中国におい
ても２００６年と２００７年にそれぞれ下痢症例と呼吸器病症
例からMRV３が分離されている 11)。
MRVは感染豚の鼻汁や糞便に排泄され、経気道及

び経口感染により豚から豚へ伝播して 10,11)、豚群に広
く感染が認められる。感染実験によって、子豚の一過
性の発熱や、軽い呼吸器及び消化器症状、妊娠豚での
死産や虚弱及び正常子豚の混在、胎盤等からウイルス
が分離されたものの特徴的な肉眼所見や組織病理学的
病変は認められていないこと、１週齢の豚への経口感
染による空回腸絨毛の萎縮、４週齢のSPF豚への経鼻
感染での肺胞及び肺間質へのリンパ球やマクロファー
ジの浸潤と細気管支周囲への軽度の結節性リンパ球増
生などが報告されているが 1)、感染症としての重要性
は低いと考えられてきた。しかし、２０１５年の Naray-
anappaらの報告 7)により、その認識を改める必要が生
じた。以降、彼らの報告の概要を紹介する。
２０１３年以降、米国を中心に豚流行性下痢ウイルス及
び豚デルタコロナウイルスによる新生子豚の下痢症が
流行する中で、ノースカロライナ、アイオワ及びミネ
ソタ州における下痢便４８例中１８例、並びに由来の異な
る血漿粉（ring-dried swine plasma：リングドライ豚
血漿粉）１１検体中９検体からMRVが分離されている。
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遺伝子解析の結果、これらはMRV３に分類されている。
このMRV３分離株を新生子豚へ経口接種したとこ

ろ、全頭で活力低下、重度の急性下痢症及び体重減少
が観察されている。肉眼的にはカタル性腸炎、腸重積
を認め、組織病理学的には絨毛の萎縮、絨毛上皮の合
胞体形成、粘膜上皮の多発性壊死及び空胞化などが認
められている。分離ウイルス及びその培養液の網羅的
遺伝子解析においてMRV以外の病原体遺伝子が検出
されていないことから、この感染実験における病変は
MRV３単独感染による病変と考えられている。
遺伝子解析により、米国分離株は２００５年韓国及び

２００６－２００７年中国分離株とは遺伝学的に離れた豚にお
ける「新型」であり、２０１２年ドイツのコウモリから分
離された MRV３と、過去の人や豚より分離された
MRV３との間での遺伝子再集合により生じた可能性が
示唆されている。また、この分離株は熱抵抗性で、
８０℃または９０℃１時間の加熱でも１万分の１から１０万
分の１程度の感染性が確認されている。加熱処理され
た血漿粉からもMRVが分離されたことも考慮し、血
漿粉が感染源となった可能性が示唆されている。さら
に、遺伝子再集合による株を用いたマウスの試験で、
ウイルス外殻蛋白質が蛋白分解酵素により分解されや
すくなり、変異していない株に比べ、体内でウイルス
が増殖しやすくなって、マウスの致死率が上昇し、同
居マウスへ伝播しやすくなったとの報告 2)があること
から、豚においても病原性が変化した可能性も示唆さ
れている。
現在、「新型」MRV３の浸潤状況及び被害実態は明ら

かでないものの、今後、豚のウイルス性下痢の一因と
してMRV感染症も考慮する必要があると考えられる。
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